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彙　報
2019年 4 月　東アジア文化研究科　第 9年目　開講
	 担当専任教員
	 　【東アジアの言語と表象】内田慶市、奥村佳代子、中谷伸生
	 　【東アジアの思想と構造】吾妻重二、陶徳民、二階堂善弘
	 　【東アジアの歴史と動態】藤田髙夫、篠原啓方、池尻陽子
	 院生（2019年度入学生）
	 博士課程後期課程　春学期入学生　　 7名　秋学期入学生　 8名
	 博士課程前期課程　春学期入学生　　 9名　秋学期入学生　 8名
	 　内、韓国嶺南大学校	交換留学生　  0 名（春学期博士課程前期課程入学生）
	 　　　外国人研究生　春学期入学生　 3名　秋学期入学生　 5名
	 博士課程後期課程在籍生　42名　（2019年 5 月 1 日現在）
	 博士課程前期課程在籍生　44名　在籍者　合計 86名
	 外国人研究生　　　　　　　　　　　　　　　  3 名
2019年 4 月12日～13日
　2019年度春学期東アジア文化研究科論文構想発表会が、以文館 4階セミナースペースにおいて開催さ
れ、博士課程後期課程 6名、博士課程前期課程 8名が発表を行なった。
2019年 5 月11日～12日
　ドイツ・ニュルンベルグのエアランゲン大学で、「第 3 回欧亜博士論壇（ZSecond	Eurasian	Doctral	
Colloquium）」が開催され、東アジア文化研究科の院生計13名が研究発表を行なった。
2019年 8 月11日～14日
　韓国の大邱にある嶺南大学校において、「2019年東アジア大学院生国際学術大会」が開催され、関西大
学からは、東アジア文化研究科、文学研究科、外国語教育学研究科の院生 6名が参加し、研究発表を行
なった。
　また、嶺南大学と関西大学との協定によるDDプログラムで、関西大学東アジア文化研究科に在籍す
る院生 0名、嶺南大学校東アジア文化学科に在籍する院生 0名。
2019年 9 月12日～13日
　イタリアの Institute	of	Sapienza	University	of	Rome（ローマ大学サピエンツァ）と関西大学の大学
院生合同による「第10回日中韓伊院生フォーラム」が開催され、東アジア文化研究科の博士課程後期課
程の院生 7名、博士課程前期課程の院生11名が研究発表を行なった。
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2019年 9 月19日
　学位記授与式、博士前期課程修了者 9名、博士後期課程修了者 5名に、それぞれ修士（文化交渉学）、
博士（文化交渉学）の学位が授与された。
2019年10月 3 日～ 4日
　2019年度秋学期	東アジア文化研究科論文構想発表会が、以文館 4階セミナースペースにおいて開催さ
れ、博士課程後期課程 8名、博士課程前期課程13名が発表を行なった。
2019年12月17日～18日
　関西大学において「2019年度	日韓両岸次世代フォーラム」が開催され、東アジア文化研究科の院生10
名、嶺南大学校の院生 8名、北京外国語大学の院生11名、ローマ大学の院生 1名が、各自の研究成果の
一端を発表した。
　2020年 3 月上旬開催予定であった北京外国語大学における「中日韓研究生論壇2020」は、コロナ・ウ
イルス（新型肺炎）の流行によって延期となった。
2020年 3 月21日
　学位記授与式、博士課程後期課程 5名、博士課程前期課程11名に、博士（文化交渉学）、修士（文化交
渉学）の学位が授与された。
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投 稿 規 程
※2020年度より
1 　適用の範囲
　この規程は、関西大学東アジア文化研究科紀要『東アジア文化交渉研究』（以下『紀要』）へ
の投稿について適用する。
2 　掲載の範囲
　『紀要』には、論考、研究ノート、資料紹介、訳注、書評その他の情報を掲載する。
3 　原稿の募集について
⑴　投稿の申し込み締め切りは毎年10月15日とする。
⑵　原稿の締め切りは毎年11月15日とする。
⑶　原則として、各号に1論文（刷り上り20ページ程度）とする。
⑷　同一テーマで、毎号継続して掲載することも可能だが、他の投稿希望者が多い場合は、次
号に回すこともありうる。
⑸　執筆者には抜刷30部を配布する。なお、それ以上については、執筆者の自己負担とする。
4 　投稿者の資格
　下記の⑴～⑷とする。⑵⑶については、投稿に際して東アジア文化研究科専任教員の推薦を
必要とする。
⑴　東アジア文化研究科の専任教員、授業担当者
⑵　東アジア文化研究科の大学院生および卒業生
⑶　本学専任教員および他の研究機関所属の研究者。ただし、研究機関所属の研究者と共著の
場合は、他大学の大学院生も可とする。また、本学の研究員となった他大学の大学院生も可
とする。
⑷　編集委員会から寄稿を依頼された者
5 　投稿原稿
⑴　これまで他の学術誌に掲載されていないもの、投稿時点で他誌に投稿中でないものに限
る。口頭発表を経たものは、その旨明記する。
⑵　原稿料の支払い、掲載料の徴収は行わないが、特殊な印刷や翻訳については別途実費負担
を求める場合がある。
6 　掲載論文について
⑴　東アジアにおける文化交渉研究に学術的に寄与しうるものとする。
⑵　「 4　投稿者の資格」⑷に該当するもの以外については、編集委員会が委嘱する査読委員を
通じて審査のうえ、当編集委員会が最終的に採否を決定する。また採否にかかわらず、原稿
（CD-ROM、図版など）は返却しない。
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7 　査読について
⑴　査読委員は、原則として関西大学東アジア文化研究科の専任教員とするが、専門分野によ
っては、本紀要に投稿する他機関の専任研究者等にも依頼するものとする。
⑵　投稿原稿の査読に際しては、4段階評価を行う
　　A：無条件採択
　　B：軽微な修正を求める条件付き採択
　　C：修正を求めて再審査
　　D：不採択
　採択数は原則として40編以内とする。
8 　電子化による公開
　『紀要』に掲載された論文、資料等は、基本的にすべて関西大学学術リポジトリに登録するこ
とを許諾したものとする。
795
執筆要領
※2020年度より
1 　基本事項
⑴　内容
　東アジアの文化交渉にかかわる論考、研究ノート、資料紹介、訳注、書評その他
⑵　使用言語および字数
　日本語：12,000字以上20,000字程度
　中国語：9,000字以上15,000字程度
　英　語：約4,000語
　その他の言語：事前に連絡すること。
　図表がある場合もなるべくこの範囲内に収める。
⑶　要旨、キーワード、タイトル、氏名
　①英語による要旨を150語程度で書く。
　②要旨のあとにキーワードを本文に用いる言語および英語で各 4～ 5語つけ加える。
　③論文タイトルおよび執筆者氏名の英語表記を明記する。
　④掲載許可等の著作権処理は投稿者が行い、申請するときは、関西大学学術リポリジトリに
登録することについての許諾も得ること。
2 　原稿の体裁
　原稿は、プリントアウトした原本1部とデータ（WordおよびPDF）を同時に提出する。
3 　原稿の書式
⑴　原則としてWord文書で作成すること。A 4横書、 1行40字を標準、本文のフォントサイズ
は10.5ポイントとする。
⑵　注は脚注方式を採用すること。
⑶　文献に関しては、参考文献リストをつけず、各論文の脚注のみとする。
　例）千里太郎『中国思想研究の方法』（創文社、1992年）、153頁。
　　　万里花子「清国における金塊の輸出入の研究」（『関西大学東西学術研究所紀要』第39号）、
282頁。（ただし、常識の範囲内で他の形式でも可とする）。
⑷　分節化の符号として、章は一、二、三、節は1、2、3を使用。なお、原則として冒頭は「は
じめに」、文末は「おわりに」で統一する。（ただし、常識の範囲内で他の形式でも可とする）。
⑸　年の表記は、「1911（明治44）年」、「宣統3年（1911）」のように和暦と西暦を併記する。
⑹　本文中の算用数字は半角とする。
⑺　資料の引用は本文に対して二字下げとする。
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⑻　漢字は現代仮名づかいにより、原則として常用漢字の範囲で書く。ただし、旧漢字を使用
しなければならない場合はこの限りではない。外字に関しては、文書ファイルで■（黒い四
角）を入力した後、打ち出し原稿に当該文字を朱書すること。
⑼　欧米人の名前は、文中での初出の際、「ウィルソン（Thomas Woodrow Wilson）大統領」
のように、丸括弧の中に欧文原名を示す。
4 　著作権
⑴　紀要に掲載された論文等の著作権は、著者及び翻訳者に帰属する。
⑵　著者及び翻訳者は、紀要への掲載をもって、関西大学大学院東アジア文化研究科に対して
無償で著作物の複製権（著作権法第21条）及び公衆送信権（同法第23条）を許諾し、かつ、
拠点が第三者に対してそれらの権利を再許諾することについて同意するものとする。
5 　その他
　審議を要する事項は、編集委員長が研究科委員会に諮り定めるが、最終的判断は編集委員長
が行う。
◯投稿申込
　毎年10月15日
○原稿締め切り
　毎年11月15日必着。査読を行ったうえで採否を決定します。
○提出先
　関西大学大学院東アジア文化研究科
　〒564-8680　大阪府吹田市山手町3-3-35
○提出方法
　原稿の電子データをEメールに添付、またはCD-ROMで提出してください。
　なお、プリントアウトした原稿をあわせてお届けください。
藤 田 髙 夫 関西大学大学院東アジア文化研究科担当教員・文学部教授
中 谷 伸 生 関西大学大学院東アジア文化研究科担当教員・文学部教授
【東アジアの言語と表象】
田野村　忠　温 大阪大学大学院文学研究科教授
田 邉 咲 智 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
西 田 周 平 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
末　吉　佐久子 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
石 川 哲 子 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
顧 　 蘇 寧 南京市海上絲綢之路遺産研究中心主任研究館員
祝 　 越 南京市海上絲綢之路遺産研究中心助理館員
李 　 寧 中國書法家協會網絡信息處副處長
曹 　 悦 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程・
日本学術振興会特別研究員DC1
邢 　 継 萱 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
李 　 玉 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
四 宮 愛 子 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
陳 　 旭 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
グエン　テイ　テゥエット　ニュン 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
葛 　 松 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
【東アジアの思想と構造】
吾 妻 重 二 関西大学大学院東アジア文化研究科担当教員・文学部教授
二階堂　善　弘 関西大学大学院東アジア文化研究科担当教員・文学部教授
井 上 克 人 関西大学文学部教授
平　出　喜代恵 日本学術振興会特別研究員PD（京都大学）
戴 　 森 宇 北京大学哲学系博士後期課程
石 　 永 峰 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
蘇 　 浩 浙江財経大学人文学院専任講師
邱 　 吉 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
楊 　 炳 菁 北京外国語大学副教授
関 　 氷 氷 浙江外国語学院副教授
鄧 　 怡 然 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
呉 　 光 輝 中国厦門大学外文学院日本語科副院長・教授
王 　 嘉 中国厦門大学外文学院日語語言文学系比較文化専攻博士後期課程
劉 　 陽 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
韓 　 莉 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
孫 　 東 芳 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
陳 　 路 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
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鄭 　 芝 媁 関西大学大学院文学研究科総合人文学専攻博士課程後期課程
朱 　 紅 軍 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
黎 　 小 雨 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
郭 　 凝 恩 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
【東アジアの歴史と動態】
松 浦 　 章 関西大学名誉教授
楊 　 蕾 山東師範大学歴史文化学院副教授
祁 　 鑫 山東師範大学歴史学院大学院2019級院生
王 　 煜 焜 上海理工大学中國国情研究所講師
馮 　 軍 南 南京大学歴史学院博士研究生中国史専攻並中国南海研究協同創新中心博士
研究生
孔 　 穎 浙江工商大学東方言語文化学院准教授
康 　 佳 琦 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
梁 　 曦 中国厦門大学外文学院日語語言文学系比較文化専攻博士後期課程
张 　 哲 復旦大学文史研究院亜洲宗教芸術与歴史専攻博士後期課程
王 　 鑫 北京大学哲学系助理教授
【研究ノート】
内 田 慶 市 関西大学大学院東アジア文化研究科担当教員・外国語学部教授
当 　 智 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
切 　 旦 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
顔 　 龍 龍 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士課程後期課程
何 　 娟 娟 文華学院専任講師
編集後記
　日本の研究力が、国際的にみて下降気味である。論文数が減少するとともに、大
学院博士後期課程への進学者も半減し、学位取得者の数も減りつつある。研究力の
低下は、若い世代の人口減が影響しているのかもしれないが、一方、研究環境の悪
化がそうした状況に拍車をかけているのではなかろうか。
　たとえば、某所が出している研究費についても、不正を行う研究者がいることか
ら、不正者が新聞紙上を賑わすたびに次々に規制の枠が狭められ、もはや「束縛」と
いう言葉がふさわしいほどに取り締まりがきつくなりつつある。お偉いさんの某所が
要求してくるというので、各研究機関における弱い立場にある職員は気の毒であり、
彼らを責めるつもりは毛頭ないが、それにしても、研究できにくい規則を次々に繰り
出してくる某所は、一体何を考えているのであろうか。つまり、不正する一部の研究
者を取り締まるために、多くの誠実な研究者が研究しづらくなり、おそらく、日本全
体の研究力を削いでいる。もしそうであれば、「時は金なり」のごとく、どれほど無
駄な時間と費用が使われているのか、少し考えれば、その矛盾に気がつくであろう。
　かつて、岡倉天心（覚三）は、日本の絵画の一特色を示す江戸時代の琳派に言及
して、「この派は、二世紀も先立って近代のフランス印象派を予兆していたものであ
るが、不幸、徳川体制の氷のごとき因襲主義に屈して、その偉大な未来性を蕾のう
ちに摘み取られてしまった」（『日本美術史』）と述べている。つまり、さらに大きく
栄えたであろう琳派は、徳川政権の厳しい規律主義の前に押し潰されたわけである。
さらに、文芸評論家の林達夫は、日本社会の規則主義を批判して「（日本人は）機構
いじりが何より好きで、制度の作りっぱなし、そしてそれをフルに生かすための肝
腎の具体的な裏づけの点になるとはなはだ消極的で煮え切らない」（「十字路に立つ
大学」）と、今から70年前の 1949年に述べている。つまり日本人は、制度やルール
を作り守ることには熱心であるが、その実施内容に関わる効果や成果については関
心がなく、実行性がない、という批判である。そういえば、アメリカの制度である
授業評価やシラバス作成の制度を日本の大学に導入したものの、ほとんど効果が出
ていない。実施しているかどうかだけが評価の対象となっている。でも教員も事務
サイドも矛盾に対して声を上げない。悲観的にならざるをえないが、日本の風土や
民族性は、やはり何十年、何百年経っても変わらないのかもしれない。
　長期的な展望をもとうとせず、目の前の現実に対処するためだけにあくせくし、
結果、日本人は大きな負債を背負うことが多い。私の叔父も、インパール戦で無念
にも命を落としたが、無謀な作戦を立てた当時の指揮官は何を考えていたのだろう
か。かく言う私も、少し気が弱くなると、お偉いさんの言うことを聞いておけば無
難だ、という「奴隷根性」に身を投げ出そうと思うことも時々ある。我ながら情け
ないことである。しかし、これからの若い研究者は、そうした束縛をはね返して、
国際的な潮流に身を乗り出して飛躍して欲しいものである。
 （N.N.）
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